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独立行政法人農業者年金基金の平成２５事業年度評価結果の主要な反映状況

１．役員人事への反映について

役員人事への反映 中期目標に定められた業務について、中期計画に沿った年度計画を達成し、独立行政法人評価委員会による
平成２５年度の総合評価が「Ａ」評価であったこと等を踏まえ、役員の解任は行わなかった。

２．役員報酬への反映について

役員報酬への反映 中期目標に定められた業務について、中期計画に沿った年度計画を達成し、独立行政法人評価委員会による
平成２５年度の総合評価が「Ａ」評価であったこと等を踏まえ、役員報酬について反映させる事項はなかった。

３．法人の運営、予算への反映について

評価項目 ２５事業年度評価における主な指摘事項 平成２６及び２７年度の運営、予算への反映状況

業務運営の効 内部統制に係る取組については、平成２４年度にお 平成２６年度においては、内部統制基本方針及びリスク管
率化に関する いて内部統制に関する仕組みと体制の検討を行い、平 理規程について、前年度の監事監査・内部監査の結果を踏ま
目標を達成す 成２５年４月１日に内部統制基本方針を策定し、同方 えつつ、リスク管理を統合的に行うという観点を含め見直し、
るためとるべ 針に基づき経営管理会議の設置を行うとともに、リス ７月に改正した。また、経営管理会議、役員部課長会、リス
き措置 ク管理に関する規程を制定してリスク管理委員会を設 ク管理委員会等については、定期的に開催し、理事長による

置し、リスク管理に関する行動計画やリスク管理マニ 「（独）農業者年金基金の仕事の取組方針」の周知徹底も含
ュアル等を策定し、リスク管理の徹底が図られた。ま め、リーダーシップを発揮する環境整備及び組織全体で取り
た、理事長による「（独）農業者年金基金の仕事の取 組むべき課題の把握・対応を行い、加えて、内部監査につい
組方針」を周知徹底が行われており、役員及び幹部職 ては、内部監査年度計画を作成し、その計画に従って適切に
員による毎月の「役員部課長会議」や年４回のヒアリ 実施した。
ング等によりリーダーシップを発揮する環境整備及び 平成２７年度においては、内部統制基本方針及びリスク管
組織全体で取り組むべき課題の把握・対応が行われ、 理規程について、独立行政法人通則法の改正に伴う所要の見
加えて、内部監査においては、内部監査年度計画を作 直し（改正）を行い、改正後の内部統制基本方針に基づき、
成し、その計画に従って適切に実施されている。 理事長は、役職員の行動指針となる「（独）農業者年金基金
当該取組については、引き続き、適正に業務が執行 役職員の行動指針」を定め、その周知徹底を図っている。

されるよう、不断の取組を徹底されたい。



- 2 -

国民に対して 新規加入については、各都道府県間の目標達成率の 平成２６年度の新規加入者アンケート結果、市町村段階及
提供するサー 格差をなくすため、達成率が一定割合以下の都府県を び都道府県段階の業務受託機関の実績報告書を基に、平成２
ビスその他の 重点都府県として特別対策を実施し、取組の格差を縮 ７年６月までに平成２６年度の新規加入の増減要因等の検証
業務の質の向 小するための取組が行われている。特に平成２５年度 を行った。
上に関する目 においては、重点府県における新規加入者数は前年度 検証結果を踏まえ、業務受託機関の指導等、加入推進活動
標を達成する に比べ大幅に増加しているため、一定の評価に値する。に取り組んでいる。
ためとるべき また、その増加要因について、農業委員会、ＪＡ及び

加入推進部長で構成される対策会議等で加入対象者の
把握、絞込みをした上で、関係者が一体となって個別
訪問等に取り組んだ結果によるものとの検証がなされ
ており、一定の評価に値するが、当該検証が８月上旬
となったことから、業務受託機関に対する指導が遅れ
た面もある。このため、今後は、早期に当該検証に取
り組み、検証結果を踏まえた上で、加入推進活動に取
り組まれたい。


